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今後の区政運営のために 
 

 

大田区は、区のめざすべき将来像を提示し、今後のまちづくりの方向性を明らかにす

るために、本年度、区政運営の基本となる新たな基本構想を策定いたしました。 

この基本構想は、平和で、基本的人権が尊重される社会を前提とし、大田区の主役で

ある「区民」、生活の舞台となる「都市（まち）」、そして大田区を支えるさまざまな

「地域や区民相互の関係」に視点を置いた３つの基本理念を掲げており、さらに、20年

後の大田区の将来像として、「地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市

 おおた」を掲げました。 

基本構想に基づくさまざまな施策を着実に実現するためには、区民の皆様のご意見・

ご要望を幅広く的確に把握することが、重要であると考えております。 

そこで、区では、「区長への手紙」や「パブリックコメント（区民意見公募制度）」

および「区民と区長との懇談会」などをとおし、多くの区民の皆様のご意見をお聴きし

ております。この「区政に関する世論調査」もこうした広聴活動の一環として実施して

おり、今回で31回目となりました。 

今回の調査では、「定住意向」「生活環境の満足度」「区の施策への要望」などの項

目のほか、「地域活動」や「国際交流」、「広報」などについてお聴きしました。 

この調査結果は、今後の区政運営のための貴重な資料として活用してまいります。 

最後に、調査にご協力いただきました区民の皆様に厚くお礼申し上げます。 

 

 

平成20年11月 

 

大田区長 松 原 忠 義 
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